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　　　　　　　　　　樅　山　将　士

　　　　　　　　　　　　　　今までご指導いただいた諸先輩方のお蔭でようやく消化器外科専門医を
　　　　　　　　　　　　　　取得することができました。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　小　澤　真由美

　　　　　　　　　　　　　　紆余曲折しながらようやく取得となりました。これまで見守り、導いて
　　　　　　　　　　　　　　くださった先生方に大変感謝しております。歩みは遅々としていますが、
　　　　　　　　　　　　　　いつか周囲の先生方に恩返しができるようにこれからも精進致します。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　廣　島　幸　彦

　　　　　　　　　　　　　　この度、消化器外科専門医を取得することができました。この場を借りて、
　　　　　　　　　　　　　　今まで熱心に指導して頂いた遠藤教授、ならびに同門会、医局の諸先輩方に
　　　　　　　　　　　　　　心からお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　これまで以上に精進を積み、皆様のご期待に添えるよう、頑張りたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　いままでと変わらぬご指導のほど、宜しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　大　田　洋　平

　　　　　　　　　　　　　　育てていただいた医局のみなさまに感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　今後ともよろしくお願いいたします。

2016年資格取得者



155卒後教育指針・若手医局員手術経験数／2016年資格取得者

　　　　　　　　　　宮　本　　　洋

　　　　　　　　　　　　　　今までご指導頂いた先生方に感謝申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　引き続き、消化器外科医として精進いたします。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　山　本　晋　也

　　　　　　　　　　　　　　今までご指導ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　これからも専門医の名に恥じないよう頑張っていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　中　川　和　也

　　　　　　　　　　　　　　多くの先生方のご指導のおかげで消化器外科専門医を取得することができました。
　　　　　　　　　　　　　　この場をお借りして感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　三　宅　益　代

　　　　　　　　　　　　　　ご指導下さった先生方、ありがとうございました。
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　　　　　　　　　　島　　　秀　栄

　　　　　　　　　　　　　　微力ながら横浜の乳腺治療に少しでも貢献できるようがんばってまいります。
　　　　　　　　　　　　　　よろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　松　山　隆　生

　　　　　　　　　　　　　　この度日本肝胆膵外科学会が認定する肝胆膵外科高度技能専門医に認定されました。肝
　　　　　　　　　　　　　　胆膵外科高度技能専門医は消化器外科手術の中でも特に難易度の高い肝胆膵外科手術を
　　　　　　　　　　　　　　安全に、かつ確実に行うことの出来る外科医を育てるために2008年から日本肝胆膵外科
　　　　　　　　　　　　　　学会が始めた専門医制度で、本制度の創設には前教授の嶋田名誉教授も深くかかわって
　　　　　　　　　　　　　　おられます。高度技能専門医の資格を得るためには学会が認定した修練施設での修練と、
　　　　　　　　　　　　　　認定基準に定めらえた高難度手術の実績が必要です。実施手術すべての手術記録の提出
　　　　　　　　　　　　　　が義務付けられており、手術適応、内容、合併症、在院死亡の有無についても厳しく審
　　　　　　　　　　　　　　査されます。さらには専門医または指導医の指導の下、自らが行った高難度手術の無編
　　　　　　　　　　　　　　集ビデオを提出し審査を受けなければなりません。かなりハードルの高い専門医制度で
　　　　　　　　　　　　　　僕が認定されるまで神奈川県には 2人しか専門医がおらず、もちろん横浜には 1人もい
　　　　　　　　　　　　　　ないため書類の作成から審査ビデオの作成まで他大学の取得経験者に話を聞いたりしな
　　　　　　　　　　　　　　がらの試行錯誤の受験になりました。審査ビデオの作成1つにしても開腹から閉腹まで
　　　　　　　　　　　　　　の8時間から10時間の手術の撮影であるため、術野がよく見えるようになど、様々な工
　　　　　　　　　　　　　　夫が必要でした。様々なコツ、ピットホールがありますがとても本紙面上には書ききれ
　　　　　　　　　　　　　　ないので興味のある人は僕の記憶が定かなうちに聞きに来てください。最後に手術に付
　　　　　　　　　　　　　　き合ってくれた平谷先生、大田先生、森先生、熊本先生、武田先生、そして指導してい
　　　　　　　　　　　　　　ただきました師匠の遠藤教授に深く感謝申し上げます。ありがとうございました。
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